
 

 

 
 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

2 学期は、校内音楽祭、屋島集団宿泊学習、定期テスト（２回）

とハードなスケジュールでした。それらを乗り越え、明日からは

ようやく待ちに待った冬休みですね。そして、2023年も残りわず

かです。今年の振り返りをし、新たな気持ちで新年を迎えるため

に今一度自分自身の生活を見つめ直してみましょう。 

【セルフチェック】 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 項目を振り返ってみて、いかがでしたか？ 言葉にするとど

れも簡単そうですが、これらのことを誰に言われずとも自ら行う

こと、さらに、継続するとなると案外難しいものです。しかし、

習慣化できれば、これらはみなさんの力になります。「日々の生活

が自分を高める」。ぜひ、このことを意識して冬休みを過ごしてみ

てくださいね。 

 
 
 
 
 

11月 28日(火)～30日(木)にかけて、屋島集団宿泊学習を無事に

実施することができました。天候の関係で活動が一部変更となり

ましたが、どの活動でも、一人一人が「静・動」の切り替えと、

自分の役割に対する責任感をもとうとする意識を感じました。だ

からこそ、仲間とともに楽しみながら学び、多くのことが吸収で

きた実り多き２泊３日となったのだと思います。班長だけに頼ら

ず自分でも時間を意識して友達に声を掛ける姿、野外炊事で自分

の仕事だけでなく他にもできることを探す姿、登山で自分も苦し

いのに友達を励まし手を取り合う姿、勾玉作りで友達をサポート

する姿等、実行委員をはじめ、全員が仲間への思いやりをもち、

協力し合う姿が随所に見られました。 

 

最後となりましたが、今回の屋島集団宿泊学習の成功のために

長期にわたって準備してくれた実行委員の一部に、作文を書いて

もらいました。一部抜粋し、紹介します。みなさん、本当にお疲

れ様でした。 ※写真を別紙に紹介しています。      

 

１組   

 

 屋島集団宿泊学習の３日間で様々な体験を通して、仲間と協力す

ること、自分の仕事に責任をもつことの大切さを学びました。屋島では

学校以上に１０分前行動、５分前集合を意識して時間を守らなければ

いけませんでした。そんな中、一人一人が意識してみんなが声を掛け

合っていたからこそ、時間厳守で行動できていたと思います。野外炊

事では、屋島の職員の方の説明をよく聞き、責任をもってそれぞれの

役割を果たしたことで、最高のカレーを作ることができました。どちらも、

みんなの責任感と協力があったからこそ実現したことだと思います。こ

の３日間は楽しく、たくさんのことを学ぶことができました。 

 

 

２組  

 

 「屋島集団宿泊学習で自然体験を楽しむ、野外炊事や宿泊を通して

仲間と絆を深める。」最初は、そんな楽しい想像をしながら屋島に向

かったけれど、実際は楽しみばかりではありませんでした。天候に恵

まれずにカッター体験が中止になり、雨こそ降らなかったものの３日間

とも非常に風が強く、その中での野外活動はとても大変でした。さらに、

決められた時間の起床、普段より長い清掃時間、慣れない共同生活

も大変で、楽しいと感じる面もありましたが、それ以上に戸惑いの方が

多かったです。しかし、学校や家庭と離れてみることで、自分を普段支

えてくれている家族、友達、先生方の有難みに気付き、成長できた３

日間でした。 

 

 

３組  

 

 屋島集団宿泊学習を通して私が感じたことは、人を動かすのは人

であり、そして何より自分の心掛けだということです。屋島で２泊３日の

生活を過ごす中、移動中や活動の待ち時間等の私語が大きな課題と

なっていました。しかし、１日目の時点ではまだ解決することができま

せんでした。これを受けて、２日目は班長を始め、気付いた人が互い

に呼び掛け合う姿が多く見られました。その結果、特にキャンドルサー

ビスでは「静・動・静」の場を全員で作り出すことができました。このよ

うに、一人一人が物事に対して真摯に向き合おうとする気持ちを、今

後の学校生活でも大切にしていきたいです。そして、一人一人がお互

いに歩み寄り、手を取り合って協力し合えるクラスにしたいです。 

 

 

４組  

 

屋島集団宿泊学習で実行委員を経験してみて、自分のことだけで

はなく、周りのことまで見て考えるということは、とても難しいのだとい

うことに気付きました。学級委員長を経験したことから、自分では普段

からそのようなことに気を配っていたつもりでした。しかし、いざ活動が

始まると分からないことが多く、自分のことで精一杯になることもあり

ました。ですが、分からないことは友達とお互いにフォローし合い、協

力できたことで、無事に３日間を過ごせました。友達とともに行ったど

の活動もやり甲斐があり、とても楽しかったです。この屋島での経験を

大事にして、これからの学校生活も頑張っていきたいです。 

 

 

５組  

 

屋島集団宿泊学習に出発するまで、私たち実行委員は、出発式や

キャンドルサービスの司会進行の練習や段取りの確認、準備を行っ

てきました。いざ屋島に行った時に活動がスムーズに流れてみんな

が困らないために必要だと理解していても、昼休みや部活の時間が

短くなることが正直「嫌だな」と思うこともありました。しかし、本番でう

まくいった時、「準備があったからこそ本番が成功したんだ。頑張って

よかった。」と思えました。バスの不具合やキャンドルサービスの延長

等、予想外の出来事が多々ありましたが、それらを協力して乗り越え、

みんなの絆がより深まったと感じています。 

 

 この２泊３日で、この学年団の絆の強さ、そして、それがさら

に深まったことを改めて強く感じました。これからの学校生活で

も、友達を思いやる心と集団としての意識を高め、充実した学校

生活を送りましょう。 

  

 

 

 

 

 

 

～保護者の皆様へ～ 

◆１月の生徒集金口座振替日は 15日(月)です。 
口座の残高等、ご確認ください。 

 
◆※１月の集金では定例の集金額に加え、変動費として
屋島集団宿泊学習経費を集金させていただきます。 
 

 

令和５年度 １年団 第９号 １２月２２日（金） 

① 自分から挨拶・時と場に応じた言葉遣い 

② 時間を意識した行動 

③ 持ち物の確実な準備、確認（学習用具、名札、エプロン等） 

④ 宿題等の期限内の提出 

⑤ 毎日の家庭学習（理想は学年数＋１時間以上） 

⑥ 友達を思いやり気遣う振る舞い 

 


